
活動概要
東日本大震災が発生した当時、沿岸部にあった私たちの学校は津波の被害を受け

全壊しましたが、その後、津波から奇跡的に生き延びた桜が花を咲かせ、私たちを
勇気づけました。これらの桜を増殖し、復興のシンボルとして、被災地である沿岸
部を中心に植樹をしてきました。しかし、こうして植樹した桜は木々がなくなった
海からの潮風を受け、塩害を起こしました。この時期より、潮に強い桜をと人工交
配を繰り返し、今回紹介する桜も、オオシマザクラとタオヤメの人工交配により生
まれました。２０１９年、その切り枝を集団移転先である玉浦西地区の大花見会に
展示したところ住民から地名にちなんだ命名を期待する声がよせられ、玉浦西地区
と丸みを帯びた花の形から「玉」、早期復興を成し遂げて夢や未来に思いをはせて
ほしいとの願いを込めて「夢」を選び、「玉夢桜」と命名。地区と共同で申請し、
公益財団法人日本花の会より正式に新品種として認定されました。報告のため岩沼
市役所の菊地市長を尋ねると「震災の経験を桜に託し後世につなげてほしい」と嬉
しいお言葉をいただきました。「玉夢桜」は復興を象徴する桜となったのです。
こうして生まれた玉夢桜ですが、「挿し木」や「接ぎ木」での増殖が困難だったた
め、「植物バイオテクノロジー」の授業で学んだ「茎頂培養」と「継代培養」に
よって増殖させてきました。その過程でより相性の良い培地の特定に成功。増殖効
率は一気に向上しました。

現在までに植樹してきた桜の本数は1000本を超え、玉夢桜についても順調に植
樹本数を伸ばしてきています。

被災地復興（被災地への植樹）

岩沼市は市域の４８％にあ
たる約２９km2の土地が浸

水しました。市域の４８％が浸水とい
うこの数値は被災した沿岸市町村では
最大規模です。また、本校が桜を植樹
してきた本数は１０００本を超えます
が、その内の約半数となる４４８本は
岩沼市に植樹しています。「玉夢桜」
の名前の由来となった「玉浦西地区」
も岩沼市にあります。写真は２０２２
年に岩沼市の千年希望の丘相野釜公園
にて「玉夢桜」を植樹する宮農科学部
の様子です。

岩沼市

名取市は市域の２７.５％となる２７
km2が浸水しました。そして、この浸

水面積にはかつて先輩が学び、東日本大震災の津
波により全壊してしまった宮農の広浦校舎も含ま
れます。写真の名取トレイルセンターは、みちの
く潮風トレイルという青森県八戸市から福島県相
馬市をつなぐ、全長１０００キロを超えるロング
トレイルの拠点として道中にあります。名取トレ
イルセンターには、震災の記憶を次世代へつなげ
ることも理念としています。写真は小泉新次郎環
境大臣（当時）が視察のため名取トレイルセン
ターを訪れ、宮農生徒から桜の説明と施肥をした
後に、山田司朗 名取市長と菊池哲夫 岩沼市長と
ともに記念写真を撮った場面です。

植樹によって広がる地域の輪

石巻市は石巻湾沿岸部を中心に市域の１３.１％となる７３km2が浸水
しました。沿岸部では、工場をはじめ学校・病院等の公共施設が壊滅的

な被害を受け、石巻市全域でライフラ
インが停止するという他の市区町村に
比べても被害が大きい市です。特に、
沿岸部は海水がひいた後も高い塩分濃
度を示しました。写真の松並公園も沿
岸部にある公園であり、海からの潮風
と塩害により、植物を栽培するのが困
難な公園でした。地域の「被災した沿
岸部にも桜を！」という声に応え、耐
塩性に優れる宮農オリジナル品種「玉
夢桜」を２０２２年に植樹。翌年の２
０２３年には開花し、「玉夢桜」の耐
塩性を証明すると共に、地域の笑顔に
貢献しました。

石巻市

石巻市松並公園で「玉夢桜」を植樹する様子

小泉環境大臣（当時）と施肥する様子 名取トレイルセンター前での記念撮影

宮城県農業高等学校
科学部桜プロジェクトチーム
私たちは、東日本大震災の津波に耐え、奇跡的に生き残った旧校舎の桜を植物バイオ
テクノロジーの技術を応用して増やし、被災地に植える活動に取り組んでいます。今
までに植樹してきた本数は１０００本を超え、次の目標は２０００本です。桜を見る
ことで、地域の方々に笑顔になってもらいたいという思いで活動を続けています。
2020年8月11日には「玉夢桜」「あわ紅桜」「小令和桜」の３品種が公益財団法人
日本花の会から新品種の認定を受けました。なかでも「玉夢桜」は耐塩性と二酸化炭
素の吸収量に優れる品種です。命名に当たっては集団移転先の岩沼市玉浦西地区から
『玉』の１字を入れ、復興への願いを込めました。また、植樹だけでなく、
育樹にも力を入れており、東北を代表する桜の名所である一目千本桜を守る
ために、宮城県柴田農林高等学校で「一目千本桜再生プロジェクト」を合
同で立ち上げ活動しています。詳細は右のQRコードよりご確認ください。

【宮城県】

宮城県農業高等学校
科学部 桜プロジェクトチーム

高校生ボランティア・アワード2023

世界の気温はこのままだと平均で２.５℃上昇すると言われています。２０１５年の「パ
リ協定」において日本はCO₂排出量の２６％削減を約束し、その１割を森林整備等に当てま
した。その後、日本でも「気候変動適応法」が制定され、私達も急ぎ行動に移すときが来て
います。
「食品流通」の授業で学んだフィルム内のガス組成検査の方法を応用して、ガス検知管を

用い、CO2の吸収量とO２の放出量を求めた結果、葉１００cm２あたりの玉夢桜のCO２の吸
収量は同じく環境浄化木として有名なオオシマザクラの約５倍という数値でした。玉夢桜は
二酸化炭素吸収量に優れる品種であり、気候変動対策が期待される桜であることが証明され
ました。

環境保全（SDGｓと玉夢桜）

目標１３気候変動に具体的な対策を

目標１５陸の豊かさも守ろう
東日本大震災前は木々に覆われていた沿岸部も津波により、多くの沿岸部の木々が失われ、

海からの潮風を直接受けるようになり、沿岸部で植物を育てるのは未だ困難な状況が続きま
す。
「玉夢桜」の耐塩性調査を「塩害率」と「ナトリウムイオン吸収量」の両面から行いまし

た。「塩害率」はコピーした葉の塩害部分と健全部分を切り取り、重さを用いて計測しまし
た。その結果、マメザクラ３９.９％、ソメイヨシノ１３.７％に対し、玉夢桜は０.２％と
とても低い数値を示しました。また、ナトリウムイオンの吸収量について計測した結果、マ
メザクラ１８００ppm、ソメイヨシノ１３７５ppmに対し、玉夢桜は６１０ppmとこちら
についても低い数値を示しました。その後の調査により、玉夢桜が耐塩性に優れる理由がク
チクラ層という葉の皮膜層の発達しており、これによりナトリウムをはじき返し、葉内のナ
トリウム濃度を低く保てるからだということが発覚。耐塩性実験により、「玉夢桜」は塩害
が非常に起きにくい品種であることがわかり、沿岸部での植樹の適性を示しました。

目標１１住み続けられるまちづくりを
人々がいつまでも安全に暮らせる災害に強いまちをつくるためには、異常豪雨による土砂

災害がまちを襲う状況が増加する中、それを防止する技術や工夫が重要となってきます。令
和元年度東日本台風で大きな被害を受けた丸森町を訪れる途中、土砂崩れに耐えている桜を
見つけました。桜のすぐ横では、土が崩れているのを見て、サクラの根で被害が減少したと
仮説をたてました。
実際に根は、どのように伸びているのかを、広葉樹である桜と針葉樹である松を用い栽培

実験を行いました。その結果、桜が斜面対して上向きに根を張るのに対し、松は、上向きの
根は見当たらず、下向きのみという結果が得られました。広葉樹は、傾きの方向とは反対側
に根を伸ばすことが立証されました。実際、桜を使えば根が幹を引っ張り、土砂崩れなどに
強くなると考えられています。

玉夢桜のCO２吸収能力

玉夢桜の耐塩性①塩害率調査

玉夢桜の耐塩性②Na＋吸収量調査

桜の根の張り方調査

様々な実験を繰り返しおこなった結果、玉夢桜とそれに伴う桜の植樹はSDGｓの３つの目標達成に寄与
していることが判明しました。ここではその具体例を示します。

自然保護活動（一目千本桜再生プロジェクト）
活動概要

大河原町・柴田町には、一目千本桜という白石川沿岸にある桜並木があります。
宮城県柴田農林高等学校では、毎年天狗巣病剪除作業を行い、この一目千本桜の
美しい景観を守ってきました。しかし、植樹されている桜の多くは本来の寿命を
超えてきており、衰弱している桜も多くなってきています。柴田農林高等学校で
は千桜部（せんおうぶ）を結成し、樹木用の活力剤を作成し、一定の効果が認め
られるものの、植樹されている場所の土壌の状況が良くなく、土壌改善が必要で
あることが判明しました。一方で、宮農科学部では桜の植樹における土壌改善と
いうテーマで研究を行っているため、土壌改善といった点では専門性に長けます。
そこで、柴田農林高等学校の開発した活力剤と農業高等学校が今までの植樹活動
で培ってきた高い排水性・通気性を有する土壌改善法を用いて、東北を代表する
桜の名所、一目千本桜の景観を守ることを目標として、一目千本桜再生プロジェ
クトが発足しました。

竹式メッチャいい法の開発
２０２３年、一目千本桜再生プ

ロジェクトのため、現地を訪れる
と、生育が良くない桜を発見しま
した。桜が植樹されている付近の
土壌硬度を計測すると、桜が根を
張るには土が硬すぎることが発覚
しました。多くの人が桜の周囲を
歩くことにより、長い年月をかけ
て土壌が踏み固められたことが土
壌硬化の原因であることを突き止
めたわたしたちは、この状況を打
開する育樹法を考案することとな
りました。根の張りをよくするた
めには、地中の気相の割合（空隙
率）が高い必要があります。地中
の通気性を向上させるための方法
について、樹木医の尾形政幸先生
に相談すると、「通気性の良い竹
を桜の付近に埋めることにより改
善が見込める」と助言いただきま
した。そこで、私たちは地域で不
要となった竹を伐採し、集めた竹
を３０cm程に切り分け、さらに
通気性を向上させるために、イン
パクトドライバーで２０個程度の
穴を空けました。こうしてできた
竹を埋めることで、通気性のみな
らず排水性も向上できることを校
内での実証実験で確認した私たち
はこの育樹法を「竹式メッチャい
い法」と名付けました。大河原町
役場を訪れ、大河原町長へ一目千
本桜再生プロジェクトで本校が提
案する「竹式メッチャいい法」に
ついて説明したところ、大河原町
長から「一目千本桜は大河原町の
誇りです。千年後まで桜で人を笑
顔にできるように取り組みを続け
ていってほしい。」との激励を受

竹式メッチャいい法の原案

大河原町長に竹式メッチャいい法をプレゼン

一目千本桜で竹式メッチャいい法を行う様子
利府町の浸水面積は０.５ｋｍ２ですが、
場所によっては大きな被害を受けてお

り、陸前浜田駅前の公園は特に大きな被害を受け
ました。また、海からの潮風もあり、植物を栽
培することがなかなか困難な時期が続きました。
そのような中、NPO法人浜田ヨット&ボートクラ
ブのみなさまより「被災したこの場所に桜並木を
作りたい」との依頼を受け、耐塩性に優れる宮農
オリジナル品種「玉夢桜」を２０２２年に１２本
仮植。翌年２０２３年には、その内１０本をNPO
法人浜田ヨット&ボートクラブのみなさまととも
に植樹し、２本は利府町長、利府副町長、利府町
みどりの少年団とともに利府町役場植樹し、利府
町役場のシンボルとなっています。

利府市

ヨット&ボートクラブのみなさまと記念撮影 利府町長と緑の少年団と共に植樹した様子

東日本大震災による津波で全壊する校舎と屋上に避難
した宮農生の様子（２０１１年震災時の写真）

荘厳な蔵王連峰を背景に白石川堤に咲き乱れる、ソメイヨシノ
を中心とした東北を代表する桜並木「一目千本桜」

け、その使命の重さに背筋が伸びる思いでした。現地では、柴田農林高等学校と協力して竹式メッ
チャいい法を実施。その後、竹の中に柴田農林高等学校の作成した桜用活力剤を入れました。現在
のところ一目千本桜の生育状況は安定しています。

岩沼市相野釜公園で「玉夢桜」を植樹する様子

名取市

小泉環境大臣（当時）と施肥の様子 環境大臣・名取市長・岩沼市長との記念撮影

「玉夢桜」復興を象徴する桜から
持続可能な未来を照らす桜へ

新宿御苑での植樹
このように植えるSDGｓといっても過言で

はない「玉夢桜」ですが、東北以外でも本当
にしっかり育つのかは私たちには不安でした。
しかし、その不安に対して、小泉新次郎環境
大臣（当時）の「まずはやってみようよ」と
の提案で新宿御苑への植樹（玉夢桜引き渡し
式）に至りました。また、これを皮切りに環
境省との連携が開始されました。２０２３年
からは新宿御苑での一般公開がスタートし、
誰でも見ることができるようになりました。
そして、同年の春には花を咲かせ、人々を笑
顔にしました。 玉夢桜引き渡し式（植樹）の様子 新宿御苑で一般公開が始まった玉夢桜の様子

五島列島ゼロカーボンシティーフォーラムへの記念植樹
さらに「玉夢桜」は東北から離れた場所でも復興を象徴する桜として、持続可能な未来を照らす桜として大事に育てられています。九州

の五島列島からも玉夢桜の苗木の注文が入りました。そして、２０２２年３月に、地球温暖化対策に関することや持続可能な社会構築に向
けた取り組み等についての理解を深めると共に、地域の市民や企業が積極的に脱炭素化に取り組む意義について意見交換を行う場である。
ゼロカーボンシティーフォーラム～持続可能な島づくりに向けて～にて気候変動への期待が強い桜として、「玉夢桜」の記念植樹が行われ
ました。

ゼロカーボンシティーフォーラムでの記念植樹の様子

活動の結果と今後の展望

利府町長

緑の少年団

大河原町長

岩沼市長
名取市長

環境大臣

私たちの１０年間に及ぶ活動は、宮城県知事の推薦を受け、東京の衆議院議長公邸にて行われた「さくら祭り中央大会」にて「さくら功労者」として表彰を受けるに至りました。また、これまで
の活動内容は多くのメディアで取り上げられています。さらに、合同で一目千本桜再生プロジェクトを立ち上げた宮城県柴田農林高等学校以外にも沖縄県立北部農林高等学校の美ら桜部や大阪府立
堺工科高等学校定時制のみなさんのほか、多くの地域や学校との交流や情報交換を行いながら活動内容を深化させています。そして、私たちの植樹活動はまだまだ続きます。日本花の会の協力のも
と苗生産も本格化し、次の植樹目標は２０００本です。

以上、これまでの活動をまとめますと、
１ 被災地への植樹を通して、復興活動に貢献した。
２ 復興を象徴する「玉夢桜」が新品種として認定された。
３ 「玉夢桜」がSDGｓに貢献できる桜であることが判明した。
４ 東北を代表する桜の名所「一目千本桜」の再生プロジェクトに向けて、

新たな育樹法を考案し、このプロジェクトに柴田農林高等学校とともに
あたった。

また、今後の展望は、
１ 桜の植樹により、沿岸部に緑を取り戻す。
２ 「玉夢桜」のCO２吸収力をもって気候変動対策に取り組む。
３ 土砂災害等が危惧される場所への桜の植樹を行う。
４ 全国各地での「玉夢桜」の植樹をもってSDGｓ達成に貢献する。
５ 柴田農林高等学校と協力し、千年後まで桜で人を笑顔にできるように

一目千本桜再生プロジェクトに取り組む。 などです。

今後も、この変わりつつある被災地宮城から、いまの地球環境を未来へ残す
ために、“持続可能な未来を照らす桜”を笑顔で伝えます。

耐塩性とＣＯ２吸収能力に優れる宮農オリジナル桜「玉夢桜」沖縄県立北部農林高校、宮城県柴田農林高校との交流の様子


